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都市再生整備計画　事後評価シート

成東駅南側周辺地区

平成３１年２月

千葉県山武市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 166.2ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

－

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング －
都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

地域住民向けまちづくり活動の支援

都市再生整備計画に記載し、実施できた

ソフト面も含めた官民協働での持続的な組織つくりを検討する。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

－
都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

－ －

その他の
数値指標４

駅周辺の快適性の改善度 ％ － Ｈ23 － 57.4 － －

その他の
数値指標３

徒歩・自転車での移動の
しやすさの改善度

％ － Ｈ23 － 58.7

－ Ｈ23 － 46.6 － －

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数
値
　　目標以外の指標）
に
　　よる効果発現状況

指　標 従前値 目標値 数　　値 目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアッ
プ

その他の
数値指標1

駅前広場の利用しやすさ
の改善度

％ － Ｈ23 － 67.9 － －

その他の
数値指標２

駅周辺の防災・防犯」対策
の改善度

％

△
駅周辺の商業系施設が不足している事が評価値
につながっていると考えられる。 －

指標６ 観光イベントの参加者数 人 0 Ｈ26 80 Ｈ29 － 94 〇

観光交流センターの完成が平成29年12月と遅く
なったものの、駅前整備が進んだことにより利用客
やイベントの参加者が増え、目標を達成した。 －

指標５ 駅周辺の快適性 ％ 5.2 Ｈ23 39.0 Ｈ29 － 34.3

△
住民に対して、整備内容や防災・防犯対策のＰＲが
十分に浸透していなかったことが要因と考えられ
る。

－

指標４
徒歩・自転車での移動の

しやすさ
％ 8.8 Ｈ23 39.8 Ｈ29 － 34.2 △

評価１と同様、指標の数値も大きく上昇している
が、周辺幹線道路の整備が完了していない部分が
あり、目標に及ばなかったと考えられる。

－

指標３
駅周辺の防災・防犯対策

への満足度
％ 5.0 Ｈ23 29.0 Ｈ29 － 26.3

－

指標２
まちづくり勉強会等の開

催回数
回 1 Ｈ23 20 Ｈ29 － 94 〇

「成東駅南側周辺まちづくり協議会」を始め、成東
駅前を中心に賑わいコミュニティの創出を図ること
を目的としている「あじょすっ会」の活動も活発であ
り、当初の見込みを大幅に上回った。

－

平成24年度～平成28年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

特になし
平成24年度～平成29年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度
1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアッ
プ

指標1
駅前広場の利便性に対す

る満足度
％ 8.8 Ｈ23 45.9 Ｈ29 － 40.0 △

整備がなされ、指標の数値も大きく上昇している
が、周辺幹線道路の整備が完了していないこと、ま
た、住民の期待と整備内容の間に大きな差があっ
たこともうかがえ、目標値に及ばなかったと考えら
れる。

 １）事業の実施状況

当初計画に位置

づけ、実施した

事業

事業名
成東駅南口駅前広場改良事業、市道和田東町線拡幅事業、市道新町殿台線新設事業、成東駅南口駅前広場生活基盤施設整備事業

地域住民向けまちづくり支援事業、事後評価アンケート

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響
当初計画から

削除した事業

　－

耐震性貯水槽整備事業 関連事業として別途整備することとなった。 特になし

新たに追加し

た事業

成東駅南口駅前広場高質空間形成事業、成東駅前自転車駐車場再整備事業、

（仮称）成東駅前観光交流センター設置事業
関連事業から基幹事業に組み入れることで整備の充実を図る。特になし

　－

交付期間

の変更

千葉県 市町村名 山武市 地区名 成東駅南側周辺地区

平成24年度～平成29年度 事後評価実施時期 平成30年度 交付対象事業費 1,229.4百万円 国費率



様式２－２　地区の概要

単位：     ％ 8.8 H23 45.9 H29 40.0 H30

単位：     回 1 H23 20 H29 94 H30

単位：     ％ 5.0 H23 29.0 H29 26.3 H30

単位：     ％ 8.8 H23 39.8 H29 34.2 H30

単位：     ％ 5.2 H23 39.0 H29 34.3 H30

単位：     人 0 H26 80 H29 94 H30

まちの課題の変化

・駅周辺部では、成東駅と主要道路である国道126号間のアクセスが悪く、主な道路に歩道が設置されていないなど、自動車利用が増加した中でまちの安全性・利便性が低下しているため、きめ細かな道路網及び交通
対策は課題となる。
・郊外店との競争や後継者不足等により、駅周辺部では空き店舗や低未利用地が増加しつつあり、人口減少により「歩いて暮らせるまちづくり」を目指していく中でまちの空洞化に歯止めをかける必要があったが、
本事業により基盤は整備された。今後は、ソフト面での展開が課題となる。
・今後もまちなかで安心して暮らしていけるために、地域の連携や災害対策など居住環境の魅力を強化する必要があったが、避難路等の基盤は整備されてきている。今後は防災・防犯施策を住民と協働して進めるこ
とが課題となる。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・住民参加による協働のまちづくりを継続する。
・魅力ある街として発信するためのきっかけ作りを住民が主体となって行い、行政は側面支援を行う。
・駅前広場における送迎車の利用実態を把握し、ニーズに沿った利用方法を検討する。併せて、公共交通のネットワーク化を図り、歩行者及び自転車動線も状況に合わせて柔軟に検討する。
・道路等公共整備の進捗により、民間活力に期待する。
・市としてもイベントの企画等を行い、山武市内外住民の交流人口の増大を図る。
・山武ならではの魅力を活かしたまちづくりイベントや特産品の開発を更に進める。
・防災・防犯施策を住民に周知し、理解を得るとともに、今後も防災設備の充実化を図る。また、緊急時などに対応できる市と住民の協働による体制づくりを目指す。

 大目標 ：まちを元気にするために～愛着と誇りを持てる地域づくりの第一歩

　 小目標１：駅周辺の交通安全性・利便性の向上による、歩いて暮らせるまちづくりの実現

　 小目標２：地域資源の活用や駅利用者の滞留促進による賑わい、創出に向けた下地づくり

　 小目標３：災害対策や地域づくり活動の促進による、まちの魅力の維持

駅前広場の利便性に対する満足度

まちづくり勉強会等の開催回数

駅周辺の防災・防犯対策への満足度

徒歩・自転車での移動のしやすさ

駅周辺の快適性

観光イベントの参加者数

成東駅南側周辺地区（千葉県山武市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値
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